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ブランデッドレジデンスの定義とプレ ー ヤ ーのメリット

ブランデッドレジデンスの定義と特性

「ブランデッドレジデンス」とは、 世界的有名ブランドと提携して開発される住宅である。 ブランドは世界的なホテル運営会社が一般的だ

が、 ファッション、 自動車、 デザイン、 ウェルネス分野のブランドも増加傾向にある。 なお、 一部円貸型も存在するが、 主流は分譲型であ

り、 本白では「分譲住宅」について解説する。

ブランデッドレジデンスは、 ブランドライセンス契約に基づき運営・サ ー ピスが提供されるため、 個人所有の永続性と、 グロー バルブラン

ドの保証、 サ ー ビス基準、 ライフスタイルポジショニングを兼ね備えている。 オ ー ナ ーにとってはホテル同様の利便性と一貫性を、 ブランド

にとっては継続的な収入源と顧客エンゲージメントの深化を、 デベロッバーにとっては競争市場における強力な差別化要因をもたらす。 また後

述するが、 多くの場合、 オ ー ナ ーが「レンタルプログラム」を通して、 居住していない期間、 自分の物件をホテルルームとして貸し出し、 収

入を得ることができるのも特徴である。

この概念の起源は、 20世紀初頭のアメリカにおけるグランドホテルの黄金時代に遡る。 俳債のマリリン ・ モンロ ーや作曲家のコール ・ ポ ー

タ ーといった有名人が、 世界最高峰のラグジュアリー ホテル「ウォルド ーフ・ アストリア」に長期滞在し、 恒久的な住所とした時代だ。 こう

した形態は、 五つ星ホテルの快適さと格式、 所有権によるプライパシーを融合させた新たな居住型ラグジュアリーの先駆けとなった。 そして

1980年代、 ホテルブランドがコンドミニアムプロジェクトに自社のブランド名とサー ピス基準を提供しはじめたことで、 初めて体系化された

ブランデッドレジデンスが登場した。

それ以来、 このセクター は、 単なる「華やかで物珍しい存在」から、 規模 ・ 地理的分布 ・ ブランド多様性の面で進化を遂げる「世界的に認知

された資産クラス」へと成熟した。 現在、 世界中で219のブランドが参入、 1,500以上のプロジェクトが完成または計画中であり、 ニッチな存

在から主流のグロー バル現象への変貌を裏づけている。
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